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解 答
７ ６０ｇ １５ｇ１ ２ 唄 欝
１２

８枚 ３枚 ４枚３ ７のカード… ５のカード… ２のカード…

１.８㎝ ４㎝ ４.９２㎝４ 唄 欝 蔚

３１５ 分後 １４４０ｍ 毎分２８８ｍ 毎分７２ｍ５ 太郎… 次郎…唄 欝 蔚
４

或 或 或 或６ ① ② ① ②唄 欝２５８ ３４２ ４１４ １３８６

１１時５３分 １５１ｍ １７２ｍ７ 唄 欝 蔚

解 説
１ １２ ： ＝２：１ ……混ぜた食塩水の重さの比（Ａ：Ｂ）唄 １３－１１ １１－７

１２０÷２＝６０（ｇ）

１２０－６０＝６０（ｇ） ……Ｂの食塩水に残っている食塩水の重さ欝

Ａから４０ｇの食塩水をＢに移すと，(６０＋４０＝)１００ｇの食塩水ができましたから，

１００×０.０９－６０×０.０７＝４.８（ｇ） ……Ａの食塩水４０ｇに含まれる食塩の重さ

４.８÷４０×１００＝１２（％） ……移したＡの食塩水の濃さ

水を蒸発させる前のＡの食塩水は(１２０＋６０＝)１８０ｇで，濃さが１１％ですから，

１８０×０.１１＝１９.８（ｇ） ……含まれる食塩の重さ

１９.８÷０.１２＝１６５（ｇ） ……水を蒸発させた後のＡの食塩水の重さ

１８０－１６５＝１５（ｇ） ……蒸発させた水の重さ

３ 右の面積図より，太線部分は，

（７－２）× ＋（５－２）× ＝７９－２×１５x y
５× ＋３× ＝４９x y

この式を満たす ， ， は右のようになりますから，x y z
条件を満たすのはかげをつけた場合です。

４ ＡＣとＤＥが平行ですから，唄

ＢＡ：ＤＡ＝ＢＣ：ＥＣ＝１０：３

３６× ＝１.８（㎝） ……ＥＣ１０

右の図で，同じ印をつけた角の大きさは等しくなりますから，三角形ＡＢＣ欝

と三角形ＤＢＥと三角形ＥＣＨと三角形ＧＨＦは相似な二等辺三角形です。

６－１.８＝４.２（㎝） ……ＢＥ＝ＦＥ

ＥＨの長さはＥＣの長さと等しく１.８㎝ですから，

４.２－１.８＝２.４（㎝） ……ＦＨ

１０２.４× ＝４（㎝） ……ＧＦ６
６１.８× ＝１.０８（㎝） ……ＣＨ蔚

１０

ＧＨの長さはＧＦの長さと等しく４㎝ですから，

１０－（４＋１.０８）＝４.９２（㎝） ……ＡＧ

８ ５ ２x
３ ８ 13y
４ ２ ０z
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５ 太郎が次郎を追いこすまでに歩いた時間は，唄

１４分２０秒－１０分４５秒＝３分３５秒＝２１５秒 ……太郎

１４分２０秒＝８６０秒 ……次郎

ですから，２人が同じ距離を進むのにかかる時間の比は，

２１５：８６０＝１：４

したがって，

１０分４５秒＋４分１５秒＝１５分 ……２人が家から学校まで進むのにかかる時間の差
１１５× ＝５（分） ……太郎が家から学校までかかる時間

４－１
３１０分４５秒＋５分＝１５分４５秒後 →１５ 分後 ……次郎が家を出発してからの時間４

５×４＝２０（分） ……次郎が家から学校までかかる時間欝

２０×２＝４０（分後） ……次郎が往復にかかる時間

太郎が，学校から次郎を追いこした地点までかかる時間は，

１５分４５秒－１４分２０秒＝１分２５秒

次郎を追いこした地点から家までにかかる時間は，

３分３５秒×３＝１０分４５秒

ですから，次郎が家に着いたのは，太郎が家を出発してから，

１５分４５秒＋１分２５秒＋１０分４５秒＝２７分５５秒後

これより，太郎が家に着いたときの次郎の位置をＡとすると，学校からＡまでの距離とＡから家までの距離の比は，

（２７分５５秒－２０分 ： ４０分－２７分５５秒）＝７分５５秒：１２分５秒＝１９：２９）（

したがって，家から学校までの距離は，
１９＋２９８７０× ＝１４４０（ｍ）

２９

１４４０÷５＝２８８（ｍ／分） ……太郎のもとの速さ蔚

１４４０÷２０＝７２（ｍ／分） ……次郎の速さ

６ ①それぞれの方向から見える１辺が１㎝の正方形の個数は，唄

１＋２＋３＋……＋１０＝５５（個） ……側面

１０＋１０－１＝１９（個） ……上下の面

より，表面積は，

或５５×４＋１９×２＝２５８（個） →２５８

②５５＋５５－１０＝１００（個）……立方体の個数

より，求める面積の合計は，

或６×１００－２５８＝３４２（個） →３４２

①２つの 立体10 をはりつけるとき，はりつける面は，一方の 立体10 だけで，欝

（１＋２＋３＋……＋９）×２＝９０（個）

ですから，３つの 立体10 をはりつけたときの表面積は，

或２５８×３－９０×２×２＝４１４（個） →４１４

②１００×３＝３００（個） ……立方体の個数

より，求める面積の合計は，

或６×３００－４１４＝１３８６（個） →１３８６

(４×２＝)８分，(３×２＝)６分，(２×２＝)４分の最小公倍数の２４分間のそれぞれの信号の色は次のよう洲 唄

になります（○が青，×が赤 。）

この２４分間で，３つの信号とも赤になるのは，１５分後から１６分後までと，２２分後から２４分後までの

(１＋２＝)３分間ですから，２４分間でこのロボットは，

１×（２４－３）＝２１（ｍ）

進みます。したがって，

１００÷２１＝４あまり１６ →４周期と１６ｍ→１６ｍ進むには１７分かかる

２４×４＋１７＝１１３（分） →１時間５３分 →１１時５３分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

Ａ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ×

Ｂ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × ×

Ｃ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × ×



- 3 -

Ａまでに停止した回数は，欝

２×４＋１＝９（回）

で，その次に停止して再び前進するまでに，

２１×５＝１０５（ｍ） ……進んだ距離

２４×５＝１２０（分） ……かかった時間（→１２時）

となります。ＢとＣの信号の色は１２分が１周期となり，３分後から４分後までと，１０分後から１２分後まで

の(１＋２＝)３分間ロボットが停止します(進む距離は９ｍ，停止する回数は２回 。残りの停止の回数は１０回）

ですから，

１０÷２＝５（周期） →地点Ｂに着いたのは１２×５＋１＝６１分後→１３時１分

９×５＋１＝４６（ｍ） ……１０回目に停止して再び前進した後進んだ距離

したがって，ＯＢは，

１０５＋４６＝１５１（ｍ）

Ｂから１ｍ進んだ地点からＣまでは，ロボットは２分間停止し，２分間前進することをくり返します。Ｃの信蔚

号がちょうど赤に変わったときにＣに着いたので，この日と翌日で，Ｂから１ｍ進んだ地点からＣまで進むのに

かかる時間の比は２：１で，この差が２０分ですから，

２０÷（２－１）＝２０（分） ……翌日にかかった時間

１×２０＝２０（ｍ） ……翌日に進んだ距離

したがって，ＯＣは，

１５１＋１＋２０＝１７２（ｍ）


